たが、 その他 そんな ふうな 雑誌 や、 書物 をよ く 読んだ 

もの だ。 親 もまた 言う がま まに 買い 与えた ものである _ 

中学に 行く ようにな つてから は、 小冊の 地文学、 地 

理 書の ような もの を 数多く 読み、 また 小説な ども 大ぃ 

に 読んだ ものである。 前述の ごとく、 自分 は 勉強す る 

にしても 気随 気ままな 方法 を 執って いたから、 こんな 

種類の 物 を 読んで いる 余裕 もあった のであろう。 

こういうと 非常に 文学 興味で も 持って いたよう に 聞 

こえる が、 あながち そういう わけで はない。 だが、 こ 

んな ところから 得た もの か、 作文 は 学校に おいても 比 

較的 得手であった ように 記憶して いる。 



確の 答案が 作れる ことになる。 

ひとり この 抜き書き のみに とどまらず、 自分 は 教師 

がよく 黒板へ 図解して 示す 絵図な ども、 そのまま 直接 

教科書に 書き入れ ておいた。 これ は 記憶す る 上に 便な 

る ばかりでなく、 事 がら は 忘れて いても、 その 絵 を 思 

い 出す と、 容易に 記憶 を 呼び起こす ことができ、 また 

試験が 済んだ よほど 後に な つ て も、 この 絵 さえ 見る と、 

たやすく 教科書 中の 事項 を 理解し うる 利益が ある。 

従って 自分の 用いた 教科書 は 誠にき たない、 鉛筆の 抜 

き 書き、 図解の 絵な どで いっぱいに よごれて いる。 

同じこう するなら、 ノ ） ^へ 写し 取った ほうがよ い 



て 一 日 遊ぶ と 今まで 錯雑して いた 頭脳が 新鮮に なって、 

何 を 読んでも はっきりと 心持ちよ くの み 込める。 

また、 自分 は 読書す るに しても、 机の 前に 正しくす 

わって 几帳面に やる 時 もないで はない が、 いかにも 性 

質 上そう 堅苦しく する 事を好まない。 だから 時々 どこ 

へな りと すわった なり そのまま 本 を 手に して、 読みつ 

づける 時 も あれば、 横にな つて 見る こと も あり、 寝て 

読む 時 も ある。 ほとんど 読書す る 時の 態度 は 一 定 しな 

かった。 要するに 不規律の やり方で は あるが、 どうも 

自分の 性質と して、 窮屈に 勉強す るより、 楽に 自分の 

気に入った ようにす る ほうが、 心が ゆったり して 記 K 



田舎の 事で あるから、 家に 帰る と 遊びの 友と 言って 

もわず か 二三に とどまって いたくら いのもの。 だが 幸 

いその ころ、 近所に あった 親戚で ちょうど 同年輩の 者 

が 来て いたので、 よく そこへ 行って は それと 遊んだ よ 

うに 覚えて いる。 

いったい、 自分 は 交際と いう ことが 下手の ほうで、 

今 も 自ら 求めて 交際 するとい うような 事 はなく、 ただ 

心 を 許した わずかの 友と 深く 交わって いるに 過ぎぬ。 

(明治 四十 一 年 十二月) 
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